
CEMS：地域ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

AMIシステム
advanced metering infrastructure

・・・200モニター

計測装置

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ

MDMSサーバ
Meter Data Management System

BEMS

大規模需要家・・・5モニター 中小モニター・・・20モニター

情報G/W装置

統合BEMSサーバ
Building Energy Management System

農業EMSサーバ

群機場：ポンプ場

既存水管理システム

見える化端末

見える化端末

全島EMS 実績情報収集
予測→計画機能

【事業概要】

島内の太陽光発電や風力発電など再生可能エネルギーを最大限効率的に利用す
ることを目的として、全島の電力需要の状況を明らかにしつつ、電力消費の見える化や
電力消費の調整が可能な需要の制御などにより、エネルギーの面的なマネジメントを実
現するシステムを構築するとともに、将来に亘って、地域の主体による運営が可能な体
制の構築を目指す。
【事業期間：平成２３年度～平成２６年度】
※平成２５年１０月に運用開始

（１）宮古島市全島ＥＭＳ実証事業
～島嶼型スマートコミュニティ実証事業～

宮古島市
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【事業概要】

再生可能エネルギーを地域において最大限効率的に利用する「利用モデル」を構築す
ることにより、エネルギーセキュリティの確保やCO2排出削減に資することを目的として、
需要家側に太陽光発電及び地域蓄電池設備を設置し、宮古島にある既設の風力発電
データと合わせて、島内の消費電力全てを再生可能エネルギーで賄う「再生可能エネ
ルギー１００％離島モデル」の構築を目指す。
【事業期間：平成２３年度～平成２６年度】
※平成２６年１月に運用開始

来間EMS 充電/放電
指令制御

発電余剰時：充電指令
発電不足時：放電指令

PVパネル
計測装置来間島

発電 消費

自動計算

システムサーバ

家庭

学校

離島センター

グループホーム
連携した取り組みによる
地産地消の実現
↓
100％自活の実現

地域蓄電池

（２）来間島再生可能エネルギー100％自活実証事業
～島嶼型スマートコミュニティ実証事業～

宮古島市
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連系線
潮流計測


